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（　
提　
案　
理　
由　
）　

政　
府　
に　
お　
い　
て　
は　
義　
務　
教　
育　
諸　
学　
校　
の　
事　
務　
職　
員　
及　
び　
栄　
養　
職　
員　
の　
給　
与　
費　
に　
対　

す　
る　
国　
庫　
負　
担　
金　
の　
削　
除　
を　
検　
討　
し　
て　
い　
る　
と　
の　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　
そ　
う　
な　
る　
と　
自　
治　

体　
の　
財　
政　
負　
担　
が　
増　
大　
す　
る　
こ　
と　
は　
必　
至　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

よ　
っ　
て　
国　
庫　
負　
担　
を　
廃　
止　
し　
な　
い　
よ　
う　
求　
め　
る　
た　
め　
本　
案　
を　
提　
出　
す　
る　
。　

義
務
教
育
諸
学
校
の
学
校
事
務
職
員
お
よ
び
栄
養
職
員
に
対

す
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

（　
提　
案　
理　
由　
）　

沖　
縄　
市　
に　
お　
い　
て　
、　
在　
沖　
米　
海　
兵　
隊　
員　
の　
上　
等　
兵　
が　
民　
家　
に　
侵　
入　
し　
、　
就　
寝　
中　
の　

女　
子　
中　
学　
生　
に　
わ　
い　
せ　
つ　
な　
行　
為　
を　
行　
う　
と　
い　
う　
事　
件　
が　
発　
生　
し　
た　
。　

た　
び　
重　
な　
る　
米　
軍　
人　
に　
よ　
る　
犯　
罪　
に　
対　
し　
厳　
重　
に　
抗　
議　
す　
る　
た　
め　
に　
本　
案　
を　
提　
出　

す　
る　
。　一　

、　
米　
軍　
当　
局　
へ　
の　
厳　
重　
抗　
議　
、　
犯　
人　
の　
処　
罰　
、　
兵　
員　
に　
対　
す　
る　
教　
育　
を　

徹　
底　
し　
、　更　
に　
被　
害　
者　
及　
び　
家　
族　
へ　
の　
十　
分　
な　
る　
謝　
罪　
を　
行　
う　
こ　
と　
。　

一　
、　
基　
地　
の　
整　
理　
・　
縮　
小　
の　
早　
期　
実　
現　
と　
米　
軍　
に　
対　
し　
、　
尚　
一　
層　
の　
綱　
紀　

粛　
正　
を　
厳　
し　
く　
求　
め　
る　
こ　
と　
。　

在
沖
米
海
兵
隊
員
の
住
居
侵
入
及
び
女
子
中
学
生
に
対

す
る
準
強
制
わ
い
せ
つ
事
件
に
関
す
る
意
見
書

意
見
書
採
択

◆「地方分権における自治体行財政運営」
６月７日（水） 於：自治会館
講師：地方自治研究機構

理事長　石 原 信 雄

◆「国内の政治情勢について」
７月３日（月） 於：沖縄県厚生年金休暇センター
講師：朝日新聞社

編集顧問　和 田 俊

町村議会幹部
研修会開催される

青
少
年
の
犯
罪
が
低
年

齢
化
・
凶
悪
化
し
、
今
年

に
入
り
西
鉄
高
速
バ
ス
乗

っ
取
り
事
件
、
豊
川
市
の

夫
婦
殺
傷
事
件
、
名
古
屋

市
の
五
千
万
円
恐
喝
事
件

な
ど
、
青
少
年
に
よ
る
凶

悪
犯
罪
が
立
て
続
け
に
起

こ
り
、
全
国
的
に
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
六
月
九
日
に

那
覇
市
で
発
生
し
た
青
少

年
同
士
に
よ
る
殺
害
事
件

は
、
町
民
・
県
民
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の

よ
う
な
事
件
が
二
度
と
発

生
し
な
い
よ
う
、
地
域
、

学
校
、
家
庭
及
び
行
政
が

一
体
と
な
り
、
社
会
全
体

で
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、「
青
少
年
非
行

防
止
に
関
す
る
決
議
」
を

行
い
ま
し
た
。

青少年非行防止に関する決議を報
告する議会議長
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